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栃木県環境森林部

資料１

次期「渡良瀬川地域森林計画」の策定等について



全国森林計画

〔令和８年６月変更〕

・森林・林業基本計画
に即して立てる計画

・森林整備・保全のた
めのルール、ガイド
ライン

・地域森林計画の指針

＜森林法第四条＞

【農林水産大臣】

地域森林計画

・都道府県の森林関連
施策の方向

・伐採、造林、林道、
森林の保護、保安林
の整備の目標

・市町村森林整備計画
の指針

＜森林法第五条＞

【都道府県知事】

市町村森林整備計画

・市町村の森林関連
施策の方向

・森林所有者等が行
う伐採、造林の指
針等

・公益的機能別施業
森林区域内におけ
る施業の方針

・森林経営計画の認
定基準

＜森林法第十条の五＞

森林経営計画

・一体的なまとまり
のある民有林が対象

・森林所有者が行う
伐採、造林、保育等
の実施に関する具体
的な計画

・市町村長等が森林
経営計画の認定者

＜森林法第十一条＞

【市町村長】 【森林所有者等】

森林・林業基本計画

〈森林・林業に関する長期的
かつ総合的な施策の方向及
び目標〉

～百年つづく
「森の国・木の街」へ～

○資源の適正な管理・利用
○木材産業の競争力の強化
等

＜森林・林業基本法＞

【政府】

〈森林・林業・木材生産に関する基本的
かつ総合的な施策の方向及び目標〉

○経済型林業・木材産業の推進

○環境型森づくりの推進

○次代担う人材（人財）づくり

○林業・木材産業への未来技術推進

【栃木県】

（令和８年６月策定） とちぎ森林創生ビジョン
（令和８年３月策定）

－１－

Ⅰ：森林計画制度の概要
１．それぞれの計画の関係性



２．全国森林計画と地域森林計画

Ⅰ：森林計画制度の概要

－２－

全国森林計画（森林法第４条）

概要 ・農林水産大臣が、森林 林業基本計画に即し

てたてる全国の森林の整備・保全等について

の計画

・計画期間は5年ごとに15年を一期

・森林の整備・保全に対する国の基本的な考え

方や目標を長期的・広域的な視点で明示

・「地域森林計画」及び「国有林の地域別の森林

計画」の規範

計画事項 森林の整備保全の目標 基本的事項、

森林の立木竹の伐採に関する事項、造

林に関する事項等（森林法第４条第２項）

計画量 伐採立木材積（主伐・間伐）

造林面積

林道開設量

保安林面積

治山事業施行地区数

間伐面積（参考）

地域森林計画（森林法第５条）

概要 ・都道府県知事が、全国森林計画に即して、民有

林について森林計画区(全158計画区)別にたて

る計画

・計画期間は5年ごとに10年を一期

・都道府県の森林関連施策の方向及び地域的な

特性に応じた森林整備及び保全の目標等を明示

・市町村森林整備計画の策定に当たっての指針

計画事項 対象とする森林の区域、森林の整備 保全の

基本的事項、森林の立木竹の伐採に関する

事項、造林に関する事項、森林の保護にする

事項等 （森林法第5条第２項）

計画量 伐採立木材積（主伐・間伐）

造林面積

林道開設量

保安林面積

治山事業施行地区数

間伐面積（参考）

※計画量のうち、伐採立木材積、造林面積、保安

林面積は、農林水産大臣の同意が必要



Ⅰ：森林計画制度の概要
３．各計画の期間

－３－

H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

5 1 5 1 5 1 5 1

H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

旧計画 1 5 10 15

現計画 1 5 10 15

地域森林計画（栃木県計　220,160㏊）

計画区 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

旧計画 5 10

現計画 1 5 10

新計画 1 5 10

旧計画 1 5 10

現計画 1 5 10

旧計画 1 5 10

現計画 1 5 10

森林・林業
基本計画

（概ね５年毎
見直し）

全国森林
計画

(R6.4～
R21.3)

那珂川

（R8.4～
R18.3)

89,821㏊

鬼怒川
（R6.4～
R16.3)

60,247㏊

渡良瀬川
（R4.4～
R14.3)

70,010㏊

渡良瀬川森林計画区（８市町）

足利市、栃木市、佐野市、鹿沼市、小山市、下

野市、壬生町、野木町

R８．６月策定

R５．10月策定

R８．12月策定予定

R８．６月変更



全国森林計画（令和８年６月変更）

◎新たな「森林・林業基本計画」に基づく
変更事項

①計画量
・森林の整備及び保全の目標
・計画量（伐採立木材積、造林面積等）

②記載内容（文言）
・「特に効率的な施業が可能な森林」の区
域の設定と森林経営計画の作成等の推進

・生物多様性保全の一層の推進
・野生鳥獣対策や林野火災予防対策の推進

③森林の区分
・「育成単層林」「育成複層林」「天然生
林」の三区分

→「人工林」「天然林」「天然林（利活用
対象）」の三区分

地域森林計画

◎「全国森林計画」の変更に即した
策定または変更

◎渡良瀬川地域森林計画

①計画量
②記載内容（文言）
③森林の区分

－４－

◎那珂川、鬼怒川地域森林計画

①計画量
②記載内容（文言）
③森林の区分 ⇒今回変更

※森林の区分の変更については
R9までに全計画区で必須

全て反映し
今回策定

各計画区の
策定時に反映



あ

－５－



Ⅲ：渡良瀬川地域森林計画の実施状況

１．渡良瀬川地域森林計画の実施状況について（期間：R4～R8年度 前期５年間）

－６－

（令和８年度分は見込み数量）

実行歩合

総数 1,100 千ｍ3 897 千ｍ3 82 ％

（8,270 ha） （5,645 ha） (68 ％)

　　主伐 550 千ｍ3 456 千ｍ3 83 ％

（1,400 ha） （942 ha） (67 ％)

　　間伐 550 千ｍ3 441 千ｍ3 80 ％

（6,870 ha） （4,703 ha） (68 ％)

53 ％

60 ％

30 ％

79 ％

 項目 計画 実行

伐採立木材積

分析

・「とちぎ森林創生ビジョン」で掲げる目標達成にむけて素材生産体制の整備・強化に
努め、皆伐・再造林を進めたが、北西部の獣害への懸念により材積ベースの実行率
は８割程度となった。
・なお、単位面積当たりの材積が想定より増加したことから、面積ベースの実行率は
７割程度となった。

人工造林・
天然更新別
面積

総数 1,400 ha 746 ha

　　人工造林 1,100 ha 657 ha

分析

・計画面積（1,400ha）に対する造林面積（746ha）は５割程度となったが、これは主伐
面積（942ha）が計画の７割程度であった影響を受けて実行歩合が抑えられたもので
ある。一方、主伐面積（942ha）に対する再造林率としては８割程度となっている。
・なお、主伐後の造林作業は複数年にかけて計画的に実施されることから、造林面
積の集計に一部タイムラグが生じているが、再造林は概ね順調に進んでいる。

　　天然更新 300 ha 89 ha

（再造林率） 942 ha 746 ha



「渡良瀬川地域森林計画」

市町村森林整備計画の
指針となる計画

・現計画の実行結果と評価
・本計画区の特性
・とちぎ森林創生ビジョン

・全国森林計画の内容

Ⅳ：次期渡良瀬川地域森林計画の策定方針

１．基本的な考え方

・温暖な気候、森林土壌の
透水性等から北部・北
西部は林業適地とされ、
人工林率が高い

・急峻な地形により、路網
密度は県平均よりやや低
い

・未利用林分が多く存在
し、齢級構成は県全体
より高い

・林業採算性の悪化に加
え、シカ等による野生
獣被害を理由とした放
置森林も見られる

・森林経営計画の認定率
は計画区内で差があり、
北西部は県全体よりや
や高い

・佐野市、鹿沼市でシカ
等による林業被害が多
い

・県内のナラ枯れ被害の
多くが計画区内

・大平山県立自然公園な
どの自然公園が存在し、
保健休養の場としても
利用されている

木材生産 林業経営 森林保全・保護

２．本計画区の特性

－７－



森林資源の循環利用

持続的な林業経営及び木材産業の成長産業化

多様な木材需要への対応

公益的機能の十分な発揮

素材生産量の増大

特に

・長期にわたり持続的な経
営を担う森林組合等の事
業体による、森林の集
積・集約化の推進

・森林経営計画に基づく
計画的な林業経営の促進

・適切な病虫害防止対策に
よる、林業被害の抑制

・森林・生物多様性保全の
推進と公益的機能の維持
増進

・林地の保全に留意した適
切な伐採・搬出の促進

・路網整備や搬出作業の機
械化による作業効率向上

・資源の循環利用として、
スギ人工林の皆伐・再造
林(少花粉スギ苗)の促進

・大苗やエリートツリーを
用いた低密度植栽の促進

木材生産 林業経営 森林保全・保護

３．本計画の方向性

４．伐採計画量（立木材積）の考え方
「森林クラウドシステム」により
森林情報を県と市町等で一元管理

搬出間伐の促進

獣害対策に適応した
主伐の促進

Ⅳ：次期渡良瀬川地域森林計画の策定方針

－８－

適切な獣害防止対策



Ⅴ：今後の計画策定の流れ

－９－

 地域森林計画の策定の手続きについて（予定）

期　日

１月～３月

手続きの流れ

令和９年

令和８年
7月24日

10月上旬

11月

12月

諮問（公告・縦覧後）

審議会開催（２回目）

地域森林計画（案）の公告・縦覧

関係機関からの意見聴取

森林管理局、関係市町

地域森林計画（案）の大臣協議

地域森林計画の策定

地域森林計画の公表

関係市町長に通知農林水産大臣に報告

審議会開催（１回目）

（計画の策定方針の意見聴取）

関係機関との事前協議

森林管理局、関係市町、庁内関係

地域森林計画（案）修正

（縦覧結果等反映）

市町村森林整備計画の作成～策定

（計画案の意見聴取）

答申

（森林法第６条第７項）

（森林法第６条第３項）

（森林法第６条第１項）

（法定日数おおむね３０日間）

（森林法第６条第５項）
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